
(57)【要約】

【課題】剪断力並びに保持力が高まる鋏部の根元側（枢

結軸に近い方）でも、枝の太さに関わりなく枝切断並び

に枝保持を可能とした高枝鋏を提供する。

【解決手段】本発明に係る高枝鋏は、伸縮棒体の先部に

、枢結した固定刃と可動刃体で構成した鋏部を設け、基

部に前記可動刃体を動作させる操作部を設けた高枝鋏に

おいて、固定刃体２１の側面に固定刃体の受け湾曲形状

の刃縁に添って固定枝受け部４１を設け、可動刃体２２

側に前記固定枝受け部に対面して枝挟み面４３を備え、

刃先部分で枢結４５して回動自在に可動刃体に装着した

可動枝挟み部４２を設けると共に、枝挟み面が固定枝受

け部から遠ざかる回動に対して抵抗付勢する発条４４を

付設した。

【選択図】　　図４

JP 2004-242527 A 2004.9.2



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
伸 縮 棒 体 の 先 部 に 、 枢 結 し た 固 定 刃 と 可 動 刃 体 で 構 成 し た 鋏 部 を 設 け 、 基 部 に 前 記 可 動 刃
体 を 動 作 さ せ る 操 作 部 を 設 け た 高 枝 鋏 に お い て 、 固 定 刃 体 の 側 面 に 固 定 刃 体 の 受 け 湾 曲 形
状 の 刃 縁 に 添 っ て 固 定 枝 受 け 部 を 設 け 、 可 動 刃 体 側 に 前 記 固 定 枝 受 け 部 に 対 面 し て 枝 挟 み
面 を 備 え 、 刃 先 部 分 で 枢 結 し て 回 動 自 在 に 可 動 刃 体 に 装 着 し た 可 動 枝 挟 み 部 を 設 け る と 共
に 、 枝 挟 み 面 が 固 定 枝 受 け 部 か ら 遠 ざ か る 回 動 に 対 し て 抵 抗 付 勢 す る 発 条 を 付 設 し た こ と
を 特 徴 と す る 高 枝 鋏 。
【 請 求 項 ２ 】
可 動 枝 挟 み 部 の 峰 面 に 板 バ ネ 体 を 添 わ せ る と 共 に 、 板 バ ネ 体 の 先 部 を 可 動 刃 体 に 連 結 し て
な る 請 求 項 １ 記 載 の 高 枝 鋏 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 産 業 上 の 利 用 分 野 】
本 発 明 は 、 切 断 し た 枝 を 挟 持 す る 枝 保 持 機 構 を 備 え た 高 枝 鋏 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
高 枝 鋏 は 、 周 知 の 通 り 伸 縮 棒 体 の 先 部 に 、 枢 結 し た 固 定 刃 と 可 動 刃 体 で 構 成 し た 鋏 部 を 設
け 、 基 部 に 前 記 可 動 刃 体 と 伝 達 杆 を 介 し て 連 結 し て 鋏 部 を 動 作 さ せ る 操 作 部 を 設 け て な る
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま た 前 記 高 枝 鋏 に は 、 切 断 し た 枝 を そ の ま ま 保 持 す る 枝 挟 み 機 構 を 備 え た 器 具 も 知 ら れ て
い る （ 特 許 文 献 １ 、 ２ ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 高 枝 鋏 は 、 可 動 刃 体 の 側 面 に 突 出 固 定 し た 基 盤 に 、 刃 縁 に 隣
接 し た 枝 挟 み 板 の 背 面 に 設 け た ２ 本 の 支 軸 を 出 入 自 在 に 挿 着 し 、 基 盤 と 枝 挟 み 板 と の 間 に
圧 縮 発 条 を 改 装 し 、 固 定 刃 に 付 設 し た 固 定 枝 受 け 部 と で 切 断 枝 を 挟 圧 保 持 す る よ う に し て
い る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ て い る 高 枝 鋏 は 、 枝 挟 み 部 を 、 一 端 に 案 内 部 を 有 す る 板 バ ネ で
形 成 し 、 前 記 板 バ ネ は 、 ほ ぼ 鋏 部 の 枢 結 軸 上 の 位 置 で 装 着 さ れ る 一 端 か ら 、 一 旦 前 方 へ 延
設 さ れ た 後 、 刃 縁 先 端 付 近 で 折 り 返 さ れ て 再 び 後 方 へ 延 設 さ れ 、 他 端 が 前 記 一 端 と 重 合 状
態 に て 案 内 部 へ 摺 動 可 能 に 挿 入 さ れ る ご と く 、 ほ ぼ 閉 ル ー プ 状 に 湾 曲 形 成 し て な り 、 固 定
枝 受 け 部 と 前 記 枝 挟 み 部 で 、 切 断 枝 を 挟 圧 保 持 す る よ う に し て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
実 開 昭 ５ ４ － １ ２ ０ ４ ５ ２ 号 公 報 。
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ９ － ９ ７ ８ ２ 号 公 報 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
前 記 し た 従 来 の 高 枝 鋏 の 枝 挟 み 機 構 は 、 可 動 枝 挟 み 部 の 枝 挟 み 面 が 平 行 に 移 動 （ 特 許 文 献
１ ） す る か 、 先 端 側 が 開 口 す る 方 向 へ 移 動 （ 特 許 文 献 ２ ） す る 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
と こ ろ で 細 い 枝 の 切 断 並 び に 枝 保 持 に つ い て は あ ま り 問 題 は 生 じ な い が 、 太 い 枝 を 切 断 し
た 場 合 に は 、 枝 挟 み 面 が 平 行 移 動 し た 場 合 に は 、 切 断 枝 と 枝 挟 み 面 と が 点 接 触 で あ り 、 切
断 枝 が 他 の 枝 に 接 触 し た り 、 風 に 煽 ら れ た り す る な ど 、 切 断 枝 に 不 測 の 力 が 作 用 す る と 容
易 に 枝 の 保 持 が 解 除 さ れ て し ま う 虞 が あ る 。 ま た 先 端 側 が 開 口 移 動 す る 枝 挟 み で は 、 切 断
枝 を 先 端 側 で 切 断 保 持 す る と 、 剪 断 力 及 び 保 持 力 が 弱 い し 、 根 元 側 ほ ど （ 枢 結 軸 に 近 い 方
） 剪 断 力 並 び に 保 持 力 が 高 ま る が 、 根 元 側 の 枝 挟 み 部 は 開 口 方 向 へ の 移 動 が 制 限 さ れ る の
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で 、 結 果 的 に 当 該 箇 所 で の 枝 の 切 断 可 能 太 さ に 限 界 が あ り 、 太 い 枝 は 刃 先 側 で の 切 断 保 持
と な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
そ こ で 本 発 明 は 、 枝 が 太 く と も 切 断 刃 の 根 元 側 で 枝 切 断 並 び に 枝 保 持 が 可 能 な 高 枝 鋏 を 提
案 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る 手 段 】
本 発 明 に 係 る 高 枝 鋏 は 、 伸 縮 棒 体 の 先 部 に 、 枢 結 し た 固 定 刃 と 可 動 刃 体 で 構 成 し た 鋏 部 を
設 け 、 基 部 に 前 記 可 動 刃 体 を 動 作 さ せ る 操 作 部 を 設 け た 高 枝 鋏 に お い て 、 固 定 刃 体 の 側 面
に 固 定 刃 体 の 受 け 湾 曲 形 状 の 刃 縁 に 添 っ て 固 定 枝 受 け 部 を 設 け 、 可 動 刃 体 側 に 前 記 固 定 枝
受 け 部 に 対 面 し て 枝 挟 み 面 を 備 え 、 刃 先 部 分 で 枢 結 し て 回 動 自 在 に 可 動 刃 体 に 装 着 し た 可
動 枝 挟 み 部 を 設 け る と 共 に 、 枝 挟 み 面 が 固 定 枝 受 け 部 か ら 遠 ざ か る 回 動 に 対 し て 抵 抗 付 勢
す る 発 条 を 付 設 し た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
従 っ て 枝 を 開 口 し た 刃 体 の 間 の で き る だ け 根 元 に 差 し 入 れ 、 操 作 部 の 動 作 で 枝 の 切 断 を 行
う と 共 に 、 可 動 枝 挟 み 部 が 回 動 す る こ と で 、 枝 挟 み 部 が 切 断 の 邪 魔 に な る こ と が 無 く 、 切
断 後 は 、 固 定 枝 受 け 部 と で 挟 圧 保 持 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 実 施 の 形 態 】
次 に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 全 体 の 基 本 的 構 成 は 、 従 前 の 高 枝 鋏 と 同 様 で
、 伸 縮 棒 体 １ と 、 鋏 部 ２ と 操 作 部 ３ を 備 え 、 鋏 部 ２ に 枝 保 持 機 構 ４ を 付 設 し た も の で あ る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
伸 縮 棒 体 １ は 内 筒 体 １ １ と 外 筒 体 １ ２ か ら な る 二 重 筒 体 で 、 抜 き 差 し 自 在 に し て 伸 縮 可 能
と し 、 特 に 内 部 に 伝 達 杆 １ ３ を 内 装 し 、 伝 達 杆 １ ３ の 伸 縮 並 び に 内 外 筒 体 １ １ ， １ ２ の 伸
縮 固 定 操 作 を 行 う 調 整 部 １ ４ を 備 え て な る 。 ま た 内 筒 体 １ １ の 先 端 に は 、 後 述 す る 鋏 部 ２
の 固 定 刃 体 ２ １ を 連 結 し 先 端 側 面 に 鋸 装 着 部 １ ５ を 設 け て な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
鋏 部 ２ は 、 固 定 刃 体 ２ １ と 可 動 刃 体 ２ ２ と を 備 え 、 固 定 刃 体 ２ １ は 受 け 湾 曲 形 状 の 刃 を 備
え 、 そ の 基 部 を 内 筒 体 １ １ の 先 端 に 連 結 固 定 し て お り 、 可 動 刃 体 ２ ２ は 、 半 月 状 の 刃 で 、
固 定 刃 体 ２ １ に 枢 結 （ 枢 結 軸 ２ ３ ） す る と 共 に 、 基 端 を 伝 達 杆 １ ３ と 連 結 し て な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
操 作 部 ３ は 、 固 定 把 手 ３ １ と 操 作 把 手 ３ ２ と を 備 え 、 固 定 把 手 ３ １ は 外 筒 体 １ ２ の 下 端 に
連 結 固 定 し 、 操 作 把 手 ３ ２ を 固 定 把 手 ３ １ に 枢 結 し て 回 動 自 在 と し 、 操 作 把 手 ３ ２ の 所 定
位 置 に 伝 達 杆 １ ３ を 連 結 し 、 操 作 把 手 ３ ２ の 開 閉 操 作 で 鋏 部 ２ の 開 閉 操 作 を 行 う よ う に し
て な る 。 ま た 操 作 把 手 ３ ２ を 握 持 し て 鋏 部 ２ が 閉 じ た 状 態 を 維 持 さ せ る ロ ッ ク 部 ３ ３ を 設
け て な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 の 特 徴 で あ る 枝 保 持 機 構 ４ は 、 固 定 枝 受 け 部 ４ １ と 可 動 枝 挟 み 部 ４ ２ と を 備 え た も
の で 、 固 定 枝 受 け 部 ４ １ は 、 固 定 刃 体 ２ １ の 側 面 に 固 定 刃 体 ２ １ の 受 け 湾 曲 形 状 の 刃 縁 に
添 っ て 設 け た も の で 、 湾 曲 受 け 面 は 、 刃 縁 に 直 交 す る 細 か い 凹 凸 状 に 形 成 し て な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
可 動 枝 挟 み 部 ４ ２ は 、 鋏 部 ２ を 全 閉 し た 状 態 で 固 定 枝 受 け 部 ４ １ の 湾 曲 受 け 面 と 対 応 す る
枝 挟 み 面 ４ ３ を 備 え 、 枝 挟 み 面 ４ ３ と 反 対 側 の 峰 面 が 可 動 刃 体 ２ ２ の 峰 部 と ほ ぼ 一 致 さ せ
た 形 状 で あ る 。 即 ち 可 動 刃 体 ２ ２ の 刃 縁 部 分 が 可 動 枝 挟 み 部 ４ ２ の 枝 挟 み 面 ４ ３ よ り 突 出
し て な る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
前 記 の 可 動 枝 挟 み 部 ４ ２ は 、 峰 面 に 板 バ ネ 体 ４ ４ を 添 わ せ 、 可 動 刃 体 ２ ２ の 先 部 に お い て
枢 結 （ 枢 結 軸 ４ ５ ） し 、 可 動 刃 体 ２ ２ の 外 側 面 に 添 わ せ る と 共 に 、 板 バ ネ 体 ４ ４ の 先 方 上
面 に 庇 状 に 突 出 さ せ た 支 点 部 体 ４ ６ を 、 可 動 刃 体 ２ ２ に 固 定 し て な る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 可 動 枝 挟 み 部 ４ ２ の 根 元 側 （ 枢 結 軸 ２ ３ に 近 い 方 ） に 、 枢 結 軸 ４ ５ と 平 行 に ガ イ ド 軸
４ ７ を ガ イ ド 長 溝 ４ ８ に 挿 着 し て 、 可 動 刃 体 ２ ２ 側 に 突 出 さ せ 、 可 動 刃 体 ２ ２ に 、 前 記 ガ
イ ド 軸 ４ ７ が 収 ま る 枢 結 軸 ４ ５ を 中 心 と す る 円 弧 状 の ガ イ ド 長 溝 ４ ９ を 設 け て な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
而 し て ロ ッ ク 部 ３ ３ を 解 除 し て 、 切 断 対 象 の 枝 Ａ を 開 口 し た 刃 体 ２ １ ， ２ ２ の 間 の で き る
だ け 根 元 側 に 差 し 入 れ 、 操 作 部 （ 固 定 把 手 ３ １ と 操 作 把 手 ３ ２ ） の 握 持 操 作 で 鋏 部 ２ の 開
閉 動 作 を 行 っ て 、 枝 Ａ の 切 断 を な す 。 前 記 の 切 断 途 中 で 枝 Ａ は 、 固 定 枝 受 け 部 ４ １ と 、 可
動 枝 挟 み 部 ４ ２ と で 挟 圧 さ れ 、 切 断 終 了 時 に は 、 可 動 枝 挟 み 部 ４ ２ が 回 動 し 、 支 点 部 体 ４
６ で 一 端 が 抑 え ら れ て い る 板 バ ネ 体 ４ ４ が 撓 曲 す る こ と で 、 挟 圧 力 が 生 じ 、 切 断 後 の 枝 Ａ
を し っ か り と 保 持 す る も の で あ る 。 尚 可 動 枝 挟 み 部 ４ ２ の 可 動 範 囲 は ガ イ ド 長 溝 ４ ８ ， ４
９ の 長 さ の 合 算 範 囲 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 本 発 明 は 、 高 枝 鋏 の 鋏 部 に 枝 挟 み 機 構 を 付 設 し て な り 、 特 に 当 該 機 構 を 、 可
動 刃 体 側 に 固 定 枝 受 け 部 に 対 面 し て 枝 挟 み 面 を 備 え 、 刃 先 部 分 で 枢 結 し て 回 動 自 在 に 可 動
刃 体 に 装 着 し た 可 動 枝 挟 み 部 を 設 け る と 共 に 、 枝 挟 み 面 が 固 定 枝 受 け 部 か ら 遠 ざ か る 回 動
に 対 し て 抵 抗 付 勢 す る 発 条 を 付 設 し て 構 成 し た も の で 、 枝 が 太 く と も 切 断 刃 の 根 元 側 で 枝
切 断 並 び に 枝 保 持 を 可 能 と し て 、 効 果 的 な 切 断 枝 保 持 を 実 現 し た 高 枝 鋏 を 提 供 で き た も の
で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 全 体 図 。
【 図 ２ 】 同 要 部 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 同 要 部 分 解 図 。
【 図 ４ 】 同 使 用 状 態 の 説 明 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 　 伸 縮 棒 体
１ １ 　 　 　 内 筒 体
１ ２ 　 　 　 外 筒 体
１ ３ 　 　 　 伝 達 杆
１ ４ 　 　 　 調 整 部
１ ５ 　 　 　 鋸 装 着 部
２ 　 　 　 　 鋏 部
２ １ 　 　 　 固 定 刃 体
２ ２ 　 　 　 可 動 刃 体
２ ３ 　 　 　 枢 結 軸
３ 　 　 　 　 操 作 部
３ １ 　 　 　 固 定 把 手
３ ２ 　 　 　 操 作 把 手
３ ３ 　 　 　 ロ ッ ク 部
４ 　 　 　 　 枝 保 持 機 構
４ １ 　 　 　 固 定 枝 受 け 部
４ ２ 　 　 　 可 動 枝 挟 み 部
４ ３ 　 　 　 枝 挟 み 面
４ ４ 　 　 　 板 バ ネ 体
４ ５ 　 　 　 枢 結 軸
４ ６ 　 　 　 支 点 部 体
４ ７ 　 　 　 ガ イ ド 軸
４ ８ ， ４ ９ 　 　 ガ イ ド 長 溝
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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